
第59回定例会 

 

日 時  令和3年10月2日（土）１５：００～17：00 

場 所  白鳥公園（読売新聞の写真撮影）、自治会館（定例会＆読売新聞の取材） 

出席者  10人 

取 材  読売新聞 

 

■報告 

  危機管理との意見交換 

   ・危機管理を訪問 

   ・メールでの問合せ 

 

１ 麻生区Web防災に、ペットとぼうさいが掲載されなかった理由について 

  ＜対象となった内容＞ 

 ①ペットといっしょの避難マニュアル（ホームページの避難マニュアルページURL） 

   ②ペットとぼうさい活動動画（YouTube動画のURL） 

  

 ＜掲載されなかった理由＞  

  「ペットといっしょの避難マニュアル」中に避難場所が白鳥公園との記載があるが、この部分に

ついては、区で決めている内容ではないため、市民の方の誤解を招かないためにも今回のＷＥＢ

防災訓練に掲載はできないと判断した。動画の中にもマニュアルの紹介があったので同様の判断

をした。 

今回掲載しなかったのは、決してペットとぼうさいが行っている活動を否定するものではなく、

むしろ活動自体は非常に重要な内容と考えている。ペットとぼうさいの活動をＰＲする資料や動

画、あるいはペットと避難するために必要な知識や方法、便利な道具など、あらかじめ用意して

おくと災害時に役立つ情報などを提供していただければありがたい。 

危機管理担当としては、いつかくるであろう災害に備えて、今後も地域の方々と協力しながら

地域防災力向上を図っていきたいと考えている。 

 

   ＜参考：公園利用の考え方＞  

 「公園は公共の場であるので災害時でも個別利用ができない」というと公園は全く利用できな

いという意味にもとれてしまうが、必ずしもそうとは言えないと考えられる。 

「公園」と呼ばれる場所は様々で、例えば地域にある比較的小規模な公園（いっとき避難場所）

と広域避難場所に指定されている王禅寺ふるさと公園を見てみると、災害時の利用方法は全く違

うものになり、管理している機関・団体も違っている。これは一例に過ぎないが、「公園」には

様々な面があり平時においても様々なルールが公園ごとにある。公園の利用方法については皆で

話し合う必要があり、今すぐ結論を出すのは難しいとも考えられる。 

 

 ２ 川崎市避難所運営マニュアル（令和2年1月）について 

   ＜ペットとぼうさい＞ 

・令和2年1月付の「川崎市避難所運営マニュアル 様式集」様式13-1には、「白鳥公園にて

一時的に受け入れします。」と記載されている。このマニュアルを基に、「ペットといっしょの避

難マニュアル」を作成した。 

 

   ＜危機管理＞ 

   ・このマニュアルは「標準例」であり、白鳥公園の利用については一つの例えとして掲載している。 

    

 



 ３ 矛盾の指摘と提案 

     自治体側が「ペットは同行避難してください」と言いながら、避難所では「個別対応になるの

で注意してください。」というのは矛盾を感じる。 

・別の場所を探して、一時預かり場所を設置するのがいいのか？  

・受け入れの可否をきちんと公表して、備えや分散避難などの啓発の促していく（HPやリーフ

レットなど）のがいいのか？ 

・動物病院やペットホテル、トリミングサロンなど動物取扱業者と災害時の協定を結んで、受け

入れ先を増やしていくのがいいのか？ 

    など、行政と一緒に検討する必要性を提案した。 

 

 ４ 同行避難への取り組み 

   ＜危機管理＞ 

    ・避難所で同行避難を受け入れることをスタンダードと考えている。 

    理由 

    ①公園は、災害時にゴミの集積場所になったり遺体安置所になることもありえるため、住

民が占有できない。 

    ②同行避難の基準として、公衆衛生の考え方があり、飼い主が面倒を見る義務があるため、

目の届くところにペットを避難させる必要がある。 

     

   ＜ペットとぼうさい＞ 

    ・今後は、避難所運営会議で、白鳥中学校に同行避難できるようなレイアウト等の提案をしてい

く。 

     

         

■その他 

    ・今後は、衛生課、危機管理、公園センターと情報共有をしていく。 

    ・避難所で起きるペット関連のトラブルは分かっているので、そのようなトラブルを起こさない

方法を提案していく。 

    ・ペット同行避難の体制が出来上がれば、黙って（ペットを連れて）避難する人もなくなる。更

に、ペットとの動線がしっかりと分かれることで、アレルギーの人も避難所に安心して避難す

ることができることを説明し、反対する人の理解を求めていく。 

・補助犬同伴避難も合わせて検討する。 

    ・捕食動物、被捕食動物についてもレイアウトを考える。 

    ・学校サイドの「ここなら良い」という場所の情報を得る。 

    ・ペットとぼうさいとしても、「屋根があって、雨風しのげて」などの具体的な条件を示すと良

い。 

    ・現在、ホームページに掲載中の「ペットといっしょの避難マニュアル」については、「標準例

を基に栗平白鳥地域に合ったマニュアルを作ってみました。皆さんの地域のペット防災の参考

にしていただけたら幸いです。」のような注釈を付ける。 

 

■今後の予定 

 

11月定例会  

  日 時  11月6日（土）15：00 

  場 所  自治会館 １F集会所 

以上 


